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建設工事事故の発生状況

袋井土木事務所

令和６年度工事事故（飛石）
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令和６年度工事事故（飛石）

令和６年度工事事故（水道管破損）
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令和６年度工事事故（水道管破損）

令和６年度工事事故（電動丸鋸による指欠損）

被害の状況
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令和６年度工事事故（電動丸鋸による指欠損）

令和７年度工事事故（接触事故）

接触した助手席側ステップ

一部欠損した橋梁の親柱
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令和７年度工事事故（接触事故）

橋接触事故有

ハザードマップに
危険個所追加

左側のドリンクホルダーにあった缶コーヒー
を、体をひねりながら右手でつかんだことで
ハンドル操作を誤った。

事故当時を再現

安全教育
実施

危険箇所の視認性向上

清掃

令和６年度 工事事故の分類別件数
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令和６年度工事事故報告の分類別グラフ

令和６年度 事故件数と事故発生率
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令和６年度 事務所別事故報告件数
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令和６年度事故分析

〇事故件数は、平成29年度をピークに横ばいかやや減少傾向

〇本庁検査やAランク業者受注工事など、比較的規模の大きい
建築設備系工事で多く発生

〇工事関係者事故件数が第三者事故件数を上回った。

〇事務所内事故防止取り組みにより、富士土木他３事務所で工
事事故ゼロ達成

〇午前9時台、11時台、午後２時台に事故が多く、稼働件数に対
する事故発生率は4月、5月が高い

工事事故件数経年変化

【本表の対象工事】
〇交基部発注の建設工事・業務委託
・土木工事、建築・設備工事
・土木事務所発注の公営住宅工事
・砂防課所管の農林地すべり防止工事
を含む

〇工事関係者事故は休業４日未満を含む
〇公衆事故（傷害）は休業４日未満を含む

過去７年間の工事事故発生件数の推移は、平成29
年度をピークに横ばいかやや減少傾向で推移。
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受注者ランク別事故発生状況

・令和６年度工事事故の2割が、比較的工事規模が大きく、工期が長い本庁検査対象工事
で発生。
・本庁検査対象工事のうち建築・設備工事で検査件数に対する事故発生率（７％）が高い。
・令和６年度工事事故の約１/２がＡランク業者（JV含む）受注工事で発生。

事故種別発生状況（R5-6比較）

・令和６年度は工事関係者事故のうち死亡事故１件発生、傷害件数は対前年1.9倍。
・公衆事故の傷害は皆減、物損は16%減となった。
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工事関係者事故

・令和6年度は、令和4年度減少した「挟まれ、巻き込まれ」「切れ、こすれ」が5年度に続き
増加した。
・「挟まれ、巻き込まれ」が全体の４割、「切れ、こすれ」が全体の約３割を占める
・墜落、転落が5年度1件に対し6年度7件で7倍となった。
・「墜落、転落」事故のうち高さ0.75m以下で２件（くるぶし骨折、踵骨折）発生。

公衆事故（物損）

・令和6年度は「架空線への接触事故」「埋設管の破損事故」「飛石・飛散対策の不備」が
全体の2/3を占めた。
・令和6年度は、工事交通規制中の自動車事故等の「車両通行上の不注意」が減少。
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事務所別発生状況

・事故件数では、富士土木、静岡土木、島田土木で減少、熱海土木、袋井土木、浜松
土木で増加

・富士土木、田子の浦港、清水港、御前崎港では事故件数がゼロ

・令和6年度の事故発生率は、建築が特に高い状況。

月別発生状況

・令和6年度は、前年度事故件数の多かった6月、10月の事故件数が減少、9月、2月の
事故件数が増加
・年度当初の事故増加を受け、6月6日、1月15日に工事検査課から注意喚起通知をした
ほか、秋期の建築局の安全パトロールの強化、検査監の安全指導の強化により事故防
止の意識が高まり、令和６年度の６月、10月、１月の事故が減少。
・工事･委託の月毎の稼働件数に対する事故発生率は4～5月が高い。この期間は河川3
件、災害(護岸工)3件発生。
また、同時期は新規入場当日または間もない作業員による事故が3件発生。
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曜日・時間帯別発生状況

・金曜日は週末の疲れと休日前の気のゆるみから事故が増加
・令和5年度は少なかった木曜日の件数が増加（7件→12件）。
・作業開始直後の9時台や昼休み前の11時台、作業に慣れた午後2時台の発生が多い。
令和6年度に発生した熱中症2件も午後2時台であった。

令和７年度建設工事事故防止重点対策

静岡県が実施する「令和７年度建設工事等事故防止重点対策」

交通基盤部及び経済産業部が発注した建設工事等で令和６年度に、１２件の労働災害(内死亡事故１件)、３０

件の公衆災害(傷害０件、物損３０件)が発生した。

本年度はこれらの災害発生を０件にすることを目指し、本県が発注する建設工事等の安全対策の重点項目を下

記のとおり定め、発注者と受注者が一体となって取り組むこととする。

１ 労働災害の防止

・崩壊・倒壊事故防止対策

大型構造物の転倒や地山崩壊の危険性がある場合には、対象物の自立を過信せず、支保工や土留矢板、作業

区域設定や手順の検討により作業員の安全を確保すること。

また、資機材保管時には、対象物の形状、重量、変形等にも考慮し、荷崩れや倒壊が起きないよう、積上げ

高さ、固定方法や滑り止め等の対策を講じること。

・機械・器具との接触・挟まれ事故防止対策

重機等を使用する場合は作業計画書を作成し、重機の作業範囲をコーンバー等による分離措置を講ずるか、

監視員を配置することにより、作業員との接触防止措置を講ずること。

吊り上げ作業時の補助作業において、手を挟まれる事故が多いことから、介錯ロープやバール等を使用する

ことで作業員の安全を確保すること。

・切れ・こすれ作業等の事故防止対策

チェーンソー・電動のこぎり・サンダー等の使用において、「キックバック等」による自傷事故を防止する

ため、適切な工具の使用・防護具の着用・安定した作業台等を確保し、事故防止を図ること。
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令和７年度建設工事事故防止重点対策

２ 公衆災害の防止

・上空施設等への接触防止対策

橋梁や架空線下の重機作業において荷台やブームを上げた状態で移動し、上空施設に接触する事故を防止す

るよう、注意喚起表示を設置し、作業前には複数の作業員で支障物の位置と高さを現地確認すること。

・地下埋設物損傷防止対策

「静岡県地下埋設物の事故防止マニュアル」等に基づく事前情報の点検・確認と管理者との現地立会による

ダブルチェックを行うとともに、付近に埋設物がある可能性の高い場合は、慎重な掘削作業を作業員に周知徹

底すること。

・除草作業等の飛び石防止対策

下刈機での除草作業を行う場合は、作業前の現場点検による浮石等危険物の除去と、防護パネル・ネットで

の車両や歩行者通行側への飛び石を防止する等の対策を行うこと。

建設事業者を守る！「サマータイム導入工事」
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建設事業者を守る！「サマータイム導入工事」


